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概要
視覚障がい者は、ライトを使っても周りの人を認識することが難しいため、人の顔に光を当て
てしまうことがある。そこで、カメラから人の顔を認識して、ライトの光度を低くすることで
光が目に入ってしまう人への影響を和らげるライトを開発する。このライトは視覚障がい者だ
けでなく、様々な現場で働く人や、夜活動することがある人にも役立つ。 このライトは特に
夜盲症の方を対象にしている。夜盲症とは、暗いところで目が見えにくくなる症状のことで
ある。人間の網膜は明るい場所で働く視細胞（錐体細胞）と暗い場所で働く視細胞（杆体（桿
体）細胞）が異なり、夜盲症の人は、あたりが暗い時に情報を受け取る細胞が正常に働かない
ため、光の少ない（薄暗い）場所だと物が見えにくくなる。正常であれば、日中外にいる間は
錐体細胞が光を受け取り、物の形や色を認知するため、どんな形でどんな色の物が存在してい
るのか脳に情報が伝わる。照明を消した部屋や映画館など薄暗いところに入ると杆体細胞がは
たらき、どこに何があるかぼんやりと把握できるようになる。夜盲症では暗いところで働くは
ずの杆体細胞が正常に機能しないため、物の形を把握することができなくなってしまう。症状
は、原因や障害の進行の程度によってどのくらい見づらいかが変わる。代表的な患者には、網
膜色素変性症があり、網膜色素変性症は徐々に視野が狭くなっていき、視力障害や眩しさを併
発し、最終的には失明にいたる難病指定の眼疾患である。

キーワード 夜盲症, 白杖, ライト, 顔認識, まぶしさ回避

図 1 ダメな例

図 2 良い例

（※文責: 木田至音）
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Abstract

Visually impaired people have di�culty recognizing people around them even when using
lights, so they sometimes shine the light on people’s faces. Therefore, we are developing
a light that recognizes a person’s face from a camera and reduces the luminous intensity
of the light to mitigate the e�ect of the light on people whose eyes are a�ected by the
light. This light will be useful not only for the visually impaired, but also for people who
work in various �elds and who may be active at night. This light is speci�cally designed
for people with night blindness. Night blindness is a condition that makes it di�cult
to see in the dark. The human retina has di�erent photoreceptor cells (cone cells) that
work in bright places and photoreceptor cells (rod cells) that work in dark places. Under
normal conditions, when people are outside during the day, cone cells receive light and
recognize the shape and color of objects, so that information is transmitted to the brain
about what shape and color the object is. When the light is turned o� in a dimly
lit room or in a movie theater, the rod cells are activated and the person can vaguely
grasp the location of objects. In night blindness, rod cells that are supposed to work in
the dark do not function properly, making it impossible to grasp the shape of objects.
Symptoms vary in how much di�culty seeing depends on the cause and the degree of
progression of the disorder. Typical patients include retinitis , an intractable eye disease
that causes gradual narrowing of the visual �eld, visual impairment, glare, and eventual
blindness.

Keyword night blindness,white cane, light, facial recognition, glare avoidance

（※文責: 木田至音）
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DLITE2

第 1 章 背景

1.1 該当分野の現状と従来例
日常には様々な障害がある。暗いところでは視界が悪いという障害が発生し様々な危険が存在す
る。また、暗いと視力が悪くなる障害、夜盲症の方々がいる。夜盲を来す病気で最も有名な網膜色
素変性は、4000人から 8000人に一人に発症するといわれており、ほかの病気でも引き起こされる
ことから、夜盲症の割合はもっと多いことが予想される。夜盲の障害を持つ人々にとって、夜間の
作業や歩行をサポートする効果的なデバイスは少ない。明るさを確保するために使用するヘッドラ
イトや懐中電灯などが挙げられるが、夜盲症の方向けの製品はほとんど存在していない。

（※文責: 尾田樹厘）

1.2 夜盲症とは
夜盲症 [1]とは、暗い場所での視力が低下し、特に夜間や暗い環境で視覚が制限される状態を指
す。この症状を持っていると暗い場所での物体の認識や視覚の適応が難しくなる。網膜色素変性な
どの病気では視野欠損している方も多く、他にもビタミン A欠乏症、白内障など、様々な病気に
よって引き起こされることがある。現在確実な治療法は存在せず、ビタミン Aの補充や遮光眼鏡
によって対策する。普段からライトを持ち歩いている人が多く、夜間や暗い場所になると照明を使
用することによって明るさを確保している。

（※文責: 尾田樹厘）

1.3 現状における問題点
夜間や暗い場所での歩行をしている際、夜盲症の方はヘッドライトや小型のライトを身につけて
いる事が多いとされる。その時に正面から歩いてくる人に遭遇した場合、対面の歩行者の顔にライ
トを当ててしまいまぶしい思いをさせてしまったとしても気づくことができない。手持ちのライト
の携帯ではずっと手に持っていなければないため片手が塞がってしまい夜間の歩行が危険である。

（※文責: 尾田樹厘）

1.4 課題の概要
夜盲症の方は暗くなっても対応できるようにライトを持ち歩いていることが多い。しかし、正面
の人の顔に当てないように自動調整するようなデバイスは、夜盲症の方だけでなく白杖を使って
いる視覚障がい者の方々や、さらに工事現場、夜間の自転車歩行にヘッドライトとしても使用でき
る。様々な不便の状況でみんなの役に立ち、使用者が身の回りの状況を把握する助けになるデバイ
スの開発が課題である。
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（※文責: 尾田樹厘）
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第 2 章 到達目標

2.1 本プロジェクトにおける目的
暗いと視界が悪くなる障害、夜盲症の方々がいる。その方々は、暗くなると持っているライトを
使用するが、人に当ててしまうことがあってもそれに気づくことができない可能性がある。本グ
ループでは、夜盲症の方だけでなく、白杖を使っている視覚障がい者の方々や、一般の方でも使用
できるようなデバイス、そして使用者が身の回りの状況を把握する助けになるデバイスの開発を目
指す。

（※文責: 尾田樹厘）

2.1.1 通常の授業ではなく、プロジェクト学習で行う利点
本課題では対象とされる障害に多種多様なものが考えられるが、複数の人数で議論することによ
り、さまざまなバリエーションの問題点を見つけることが出来る。また、プロジェクト学習では学
生たちが自発的に動いて問題を提起し問題解決やデバイスの開発に向かっていく。各プロジェク
トに配属されて担当教員のもと開発を進めていくので、通常の授業よりも教員との距離が近い。教
員のアドバイスを聞くこと、フィードバックをもらうこと、そして時には助けてもらうことができ
る。これにより専門の知識や技術、デバイスなどを使って開発を進めることができる。また、普段
は聴講する機会のない視覚障がい者や聴覚障がい者に関する講習会に参加することができる。加え
て、地域の発表会への参加機会を得ることができる。こういった知識を得る機会も増えるのがプロ
ジェクト学習で行う利点であると考えられる。

（※文責: 多田賢太）

2.2 具体的な手順・課題設定
2.2.1 前期

1. 視覚障害について情報収集
課題：様々な視覚障害についての問題点や解決案を挙げる。

2. 白杖を使った移動体験
課題：白杖を使う際に使用者目線で困ることや不便に感じることを挙げる。

3. 白杖に対する先行研究の情報収集
課題：発案したものが既存のものでないかの確認。

4. 障害物を検知し、音で知らせるデバイスの作成

Group Report of 2023 SISP - 3 - Group Number 14
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課題:音で知らせるだけだとエコロケーションが出来なくなってしまうため、振動等で知ら
せる必要があるが、白杖自体の重量が増してしまったりバッテリーを付ける場所がない。

5. spresenseを使って顔を認識する
課題:カメラの性能が悪く、別のカメラに変える必要がある。

6. unitv2 AIカメラを使って顔を認識する
課題:パソコンとつないだ状態では多機能になってしまい廃熱性能が悪いので単機能での実
装をする必要がある。

7. unitv2 AIカメラとM5Stack core2をリンクさせる
課題:core2とつなぐためのプログラムの構築を行う。

8. core2とライトをリンクさせる
課題:ライトとつなぐためのプログラムの構築を行う。

9. ライトの作成
課題:ライトの制御をできるようにする。

10. くらしのデザイン交流会への参加
課題:先輩方の発表を聞いたり地域の方との交流を深めたりして研究の参考にする。

11. 中間発表に向けた資料作成
課題:これまでの活動と、これからの活動について中間発表で使用するスライド、ポスター、
デモ動画を作成する。

（※文責: 木田至音）

2.2.2 後期
1. はこだて防災マルシェに参加するための準備
課題：一般の方にもわかりやすいポスターを作成して分かりやすい説明をできるようにする。

2. はこだて防災マルシェに参加
課題：障がい者関係の方や先生方からフィードバックをもらい、今後の開発に役立てる。

3. 使用しているコードの改善
課題：pcに接続せずに顔認識してライトを調整できるようにする。

4. 市立函館高等学校の生徒に発表
課題：中間発表とマルシェ用に作成したスライド、ポスターを改善し、高校生にも分かりや
すいものにする。
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5. 高等学校の教員の方々への発表
課題：高校生に発表したよりも専門的な内容を織り交ぜながら説明する。

6. 断線しかけているライトの修復
課題：接触が悪く反応が鈍っているライトの修復を試みる。

7. ライトの外装の作成
課題：現在使用している市販品の外装は大きく荷物になるため、よりコンパクトな外装を作
成して持ちやすくする。

8. 現在の回路にロービームを加える。
課題：現状オンオフのみの回路なので、常時光っているライトをロービームとして追加する
ことで減光機能を実現する。

9. 成果発表用のスライドを作成する。
課題：DLITE2のこれまでの活動と各グループが制作しているデバイスを簡単に紹介する。

10. 成果発表用のポスターを作成する。
課題：groupA が製作を進めてきたデバイスについて画像や図を使って分かりやすく紹介
する。

11. 報告書など、最終提出物を完成させる。
課題：1年間取り組んできたことを報告書にまとめ、すべての提出物を完成させて提出する。

（※文責: 多田賢太）

2.3 課題の割り当て
各人の得意分野及び関連性、時間軸のスケジュールを基準に以下のように割り当てた。

2.3.1 前期
1.2.3木田　多田　尾田　西
4木田　多田　尾田
5木田　多田
6西
7西
8西
9.10.11木田　多田　尾田　西

2.3.2 後期
1木田　多田　尾田　西
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2木田　多田　尾田
3木田　西
4木田　多田　尾田　西
5木田　多田　尾田　西
6西
7尾田
8西
9木田
10多田
11木田　多田　尾田　西

（※文責: 木田至音）
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第 3 章 課題解決のプロセスの概要

3.1 前期
2.2.1節で具体化した各小課題の解決のプロセスの概要を、各々記述する。

1. 視覚障害について情報収集
解決過程:webサイトや函館視力障害センターの講習会より情報を収集した。

2. 白杖を使った移動体験
解決過程:函館視力障害センターの協力のもと、白杖の体験をさせてもらった。

3. 白杖に対する先行研究の情報収集
解決過程:webサイトより情報収集をした。

4. 障害物を検知し、音で知らせるデバイスの作成
解決過程:別の案を採用したことによりこのデバイスの作成は一時中止。

5. spresenseを使って顔を認識する
解決過程:M5Stack UNIT V2 AIカメラを使用することで性能が向上した。

図 3.1 spresense

6. unitv2 AIカメラを使って顔を認識する
解決過程:M5Stack CORE2 とつなぎ、顔認証だけの単機能でカメラを動かすことにより、
廃熱性能の改善を図った。

Group Report of 2023 SISP - 7 - Group Number 14



DLITE2

図 3.2 顔認識している画面 図 3.3 unitv2 AIカメラ

7. unitv2 AIカメラとM5Stack core2をリンクさせる
解決過程:core2と unitv2間でのシリアル通信を行うプログラムの作成。
課題:core2とつなぐためのプログラムの構築を行う

8. core2とライトをリンクさせる
解決過程:フレッドボードに LEDと抵抗の回路を作り core2と接続した。
課題:ライトとつなぐためのプログラムの構築を行う

9. ライトの作成
解決過程:FETを用いて、ライトの制御を行う回路を作成した。

10. くらしのデザイン交流会への参加
解決過程:昨年度の成果発表や国立函館視力障害センターの方々の発表を聞き、新たな知見
を得た。

図 3.4 道新みなみ風で紹介された記事

11. 中間発表に向けた資料作成
解決過程:発表時に伝わりやすいものとなるよう、画像やデモ動画を用いて視覚的に伝わり
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やすくなるようなスライドやポスターを作成した。

（※文責: 木田至音）

3.2 後期
2.2.2節で具体化した各小課題の解決のプロセスの概要を、各々記述する。

1. はこだて防災マルシェに参加するための準備
解決過程:画像や図を用いて視覚的にわかりやすいポスターを作成し、デモ動画を流した。

2. はこだて防災マルシェに参加
解決過程:障がい者の方やその関係者の方、教員の方に体験していただき、より具体的なア
ドバイスをいただいた。

図 3.5 マルシェで行った展示の様子

3. 使用しているコードの改善
解決過程:unitv2を顔認証のみで起動するように設定し、無駄な排熱や処理を防いだ

4. 市立函館高等学校の生徒に発表
解決過程:高校生に発表するのでわかりやすい言葉や簡単な言葉で発表し、デモ体験を中心
に行い、実際に触れてもらうことを重視した。
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図 3.6 高校生に発表している様子

5. 高等学校の教員の方々への発表
解決過程:使用している m5stackを詳しく説明したり、具体的な仕組みを説明したりして興
味を得た。

図 3.7 教員の方がライトの体験をしている様子

6. 断線しかけているライトの修復
解決過程:ライトを新しく購入して基盤を取り出し、代用できるようにする。

7. ライトの外装の作成
解決過程:ライトやモバイルバッテリーといった内容物の大きさを測定し、コンパクトな外
装を 3Dプリンターを用いて作成する。

図 3.8 横から見たイメージ 図 3.9 正面から見たイメージ
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8. 現在の回路にロービームを加える
解決過程:光度の低いライトを新たに購入し、基盤部分を取り出して既存の回路に加える。

9. 成果発表用のスライド作成
解決過程:これまで取り組んできた講習会や参加したイベントを紹介しながら、各グループ
が制作しているデバイスの簡単な説明を行う。

10. 成果発表用のポスター作成
解決過程:どのようなデバイスを作成しているのか、画像や解説を加えながら分かりやすく
説明する。

11. 報告書など、最終提出物を完成させる。
解決過程：グループ内で役割分担をし、効率的に作業を進める。

（※文責: 西侑亮）
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